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子どもたちに生きる喜びを陽気に､静かに､語りかける物語     2025年 11月刊行 

『ミャルル・ペローに出会った夜』 
─────────────────────────────────── 
◇ 幸福感にあふれる物語を書いてきた作家･野中 柊の書き下ろし作品です ◇ 

 
会いたくてたまらないひとを探して旅に出た 

ひとりぼっちの小さなねこを抱きしめたくなる物語 
2025年11月に刊行した本をお送り申し上げます。ご高覧のほど、よろしくお願いいたします。 

	

作・野中 柊（のなか・ひいらぎ） 
1964 年生まれ。立教大学卒業後、在米中の 1991 年に「ヨモギ・アイス」で海燕新人文学賞を

受賞し作家デビュー。小説に『小春日和』 『きみの歌が聞きたい』 『波止場にて』 『猫をおくる』など、

童話や絵本に 「パンダのポンポン」シリーズ、「本屋さんのルビねこ」シリーズ、『こねこのビスケット』 

『紙ひこうき、きみへ』 『おつきさまのスープ』 『ちいさな花 咲いた』など多数。 

絵：PEIACO（ペイアコ） 

ぺいとあこ、二人組の絵本作家、イラストレーター。 小学校の同級生で 2010 年に結成。 

絵本に『こぐまになったピーナ』 『5ひきのやどなしネコ』 『ルンラン ルンラン』 『おもいでいろの ねこ』

など、さし絵の仕事に『ねえねえ、きょうのおはなしは……』(大塚勇三・再話）などがある。 

郊外の古い家で 3 匹のゆかいな猫と暮らす。 

	

	

	

	 本書についてのお問い合せ先	 理論社編集部	岸井美恵子		

101-0062東京都千代田区神田駿河台 2-5	
tel.03-6264-8891 fax.03-6264-8893  ﾒｰﾙ kishii@rironsha.co.jp	

 

～STORY～ 
遠くから旅をしてきたねこのニッキが、ある

新月の夜、ミャルル・ペローと名乗る銀色ねこ

に出会い、不思議な靴のミュージアムに案内さ

れます。そこには古今東西の靴がいっぱい！ 

音楽に合わせて靴たちが誰も履いていないのに

踊り出し、にぎやかなダンスパーティが始まり

ます……。 

魔法のような夜。だれかをたいせつに想うこと、

ずっと想いつづけること、その勇気を描く──── 

ファンタジックな物語です。 
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